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                     (2013年 1月) 

前
室
の
箱
形
石
棺
と
閉
塞
石 

                              

★★
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン  

●●
企企
画画
展展  

３３
月月
９９
日日((

土土))

～～
５５
月月
６６
日日((

月月))   

国国
富富
中中
村村
古古
墳墳  

国国
史史
跡跡
指指
定定
記記
念念  

「「
おお
墓墓
のの
カカ
タタ
チチ  

穴穴
・・
箱箱
・・
部部
屋屋  

  

--

出出
雲雲
のの
埋埋
葬葬
のの
歴歴
史史--

」」  

【
観
覧
料 

３
０
０
円
】 

【
高
校
生
以
下 

無
料
】 

  

人
は
太
古
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
連

綿
と
墓
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。
出
雲

市
で
も
猪
目
洞
窟
遺
跡
な
ど
、
古
代
の

埋
葬
の
様
子
を
垣
間
見
ら
れ
る
遺
跡
が

数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
企
画
展
で
は
、
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
墓
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し

て
出
雲
平
野
と
周
辺
の
埋
葬
の
歴
史
を

概
観
し
、
人
々
の
死
者
に
対
す
る
思
い

の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。 

【
主
な
展
示
品
】 

・
猪
目
洞
窟
遺
跡 

人
骨
・
棺
材 

・
今
市
大
念
寺
古
墳 

江
戸
時
代
の
絵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
・
大
刀 

・
西
谷
３
号
墓 

水
銀
朱
・
玉
切
取
り 

（
三
原
一
将
） 

 

  

関
連
講
座
も
開
催
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
）  

●●
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
展展
示示  

２２
月月
2277
日日((

水水))

～～
５５
月月
1133
日日((

月月))   

国国
富富
中中
村村
古古
墳墳  

国国
史史
跡跡
指指
定定
記記
念念  

「「
続続
・・
よよ
みみ
がが
ええ
るる
なな
！！  

--

国国
富富
中中
村村
古古
墳墳
のの
発発
掘掘
秘秘
話話--

」」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
観
覧
無
料
】 

 

出
雲
市
国
富
町
に
あ
る
国
富
中
村

古
墳
は
、
６
世
紀
後
半
～
７
世
紀
初
頭

に
築
造
さ
れ
た
、
直
径
30
ｍ
程
度
の
円

墳
で
す
。
横
穴
式
石
室
が
未
盗
掘
だ
っ

た
た
め
、
閉
塞
時
の
状
況
を
留
め
る
稀

有
な
例
で
す
。
ま
た
、
当
時
の
埋
葬
儀

礼
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
古

墳
と
し
て
も
極
め
て
重
要
と
し
て
、
国

史
跡
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
発
掘
調
査
の
方
法
や
前
室

の
箱
形
石
棺
に
焦
点
を
あ
て
て
、
国
富

中
村
古
墳
に
迫
り
ま
す
。 

（
坂
本
豊
治
） 

         

●●
速速
報報
展展
示示  

１１
月月
９９
日日((

水水))

～～
２２
月月
1188
日日((

月月))   

新新
春春
企企
画画  

「「
２２
００
１１
３３
出出
雲雲
市市
所所
在在  

新新
指指
定定
文文
化化
財財
・・
登登
録録
文文
化化
財財
」」  

【
観
覧
無
料
】 

新
し
い
出
雲
の
宝
を
写
真
パ
ネ
ル

等
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

●●
庭庭
訓訓
往往
来来
（（
神神
門門
寺寺
・・
塩塩
冶冶
町町
）） 

・
・
・
・
・
国
指
定
重
要
文
化
財 

●●
国国
富富
中中
村村
古古
墳墳
（（
国国
富富
町町
）） 

・
・
・
・
・
・
・
・
国
指
定
史
跡 

●●
出出
雲雲
日日
御御
碕碕
灯灯
台台
（（
大大
社社
町町
）） 

・
・
・
・
・
国
登
録
有
形
文
化
財 

●●
河河
下下
盆盆
踊踊
りり
（（
河河
下下
町町
）） 

・
・
・
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

（
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 

 

２２
月月
2200
日日((

水水))

～～
４４
月月
2222
日日((

月月))   

「「
鰐鰐
淵淵
寺寺  

発発
掘掘
調調
査査
速速
報報
展展
」」  

--

平平
成成
2244
年年
度度  

鰐鰐
淵淵
寺寺
川川
南南
地地
区区

のの
調調
査査
成成
果果
にに
つつ
いい
てて--   

【
観
覧
無
料
】 

 

    

 

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 

よすみちゃん 

調査の様子（南西から） 



 

 

 

 

第８号 

2 

★★
特特
集集  

研研
究究
ノノ
ーー
トト
⑧⑧  

「「
半半
分分

は

ん

ぶ

城城
じ
ょ
う

跡跡
出出
土土
のの
土土
器器
をを  

調調
べべ
てて
みみ
るる
とと
……
……
」」  

   

現
在
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
で
は
「
発

掘
さ
れ
た
戦
国
の
山
城
―
出
雲
に
も
多

く
の
城
が
!?
―
」
を
開
催
中
で
す
（
２

／
25
ま
で
）
。
そ
の
中
で
紹
介
し
て
い

る
城
の
一
つ
が
、
半
分
城
跡
で
す
。 

 

こ
の
城
跡
は
、
出
雲
市
上
塩
冶
町
の

出
雲
工
業
高
校
の
裏
手
の
山
に
あ
り
ま

す
。
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今

か
ら
30
年
以
上
前
の
１
９
７
８
年
の

こ
と
。
報
告
書
は
そ
の
翌
年
に
刊
行
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
半
分
城
跡
の
展
示
を
す
る
に

際
し
て
、
収
蔵
庫
に
眠
る
城
跡
の
発
掘

調
査
で
見
つ
か
っ
た
土
器
を
改
め
て
見

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
土
器
が

大
量
に
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

山
城
は
基
本
的
に
戦
争
な
ど
の
非
常
時

を
想
定
し
て
築
か
れ
る
た
め
、
生
活
の

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
発
掘
調
査
で
は
、
わ
ず
か
な
量
の

土
器
し
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
一
般
的

な
の
で
す
。 

さ
ら
に
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
戦
国

時
代
（
約
５
０
０
年
前
）
の
土
器
は
わ

ず
か
で
、
土
器
の
ほ
と
ん
ど
が
鎌
倉
時

代
（
約
８
０
０
年
前
）
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

山
城
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
戦

国
時
代
の
こ
と
で
す
の
で
、「
半
分
城
」

が
築
か
れ
る
以
前
に
何
か
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
半
分
城

跡
の
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
四
角
い

穴
で
す
。
縦
横
1.2
ｍ
・
深
さ
0.8
～
1.0
ｍ

く
ら
い
の
穴
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
形
か
ら
墓
穴
と
み

ら
れ
、
穴
の
底
で
は
鎌
倉
時
代
の
土
器

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

鎌
倉
時
代
に
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た

山
の
斜
面
を
造
成
し
て
、「
半
分
城
」
が

築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

考
古
学
に
限
ら
ず
、
学
問
は
日
々
進

歩
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
こ
こ
30
年
の

間
に
進
ん
だ
出
雲
平
野
の
鎌
倉
～
戦
国

時
代
の
土
器
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
最
新
の
成
果
か
ら
改
め
て
見

直
す
と
、
発
掘
し
た
当
時
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
の
展
示
研
究
で

は
、
こ
う
し
た
資
料
の
再
発
掘
も
大
切

な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
髙
橋 

周
） 

 

★★
発発
掘掘
調調
査査
のの
現現
場場
かか
らら
⑤⑤ 

「「
新新
たた
にに
７７
基基
がが
見見
つつ
かか
っっ
たた  

上上
塩塩
冶冶
横横
穴穴
墓墓
群群
」」  

市
文
化
財
課
で
は
、
県
道
出
雲
三
刀

屋
線
の
道
路
改
良
事
業
に
伴
い
、
昨
年

８
月
よ
り
上
塩
冶
横
穴
墓
群
（
出
雲
市

上
塩
冶
町
）
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
７
基
の
横
穴

墓
が
見
つ
か
り
、
先
日
12
月
22
日
に

市
民
現
地
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。 

説
明
会
で
は
現
地
に
て
横
穴
墓
や

遺
物
の
出
土
状
況
を
説
明
し
た
ほ
か
、

出
土
し
た
遺
物
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
の
降
る
中
、
１
１
０
名
の

参
加
が
あ
り
、
担
当
者
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
り
、
様
々
な
質
問
を
す

る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

上
塩
冶
横
穴
墓
群
は
、
古
墳
時
代
後

期
か
ら
終
末
期
（
６
世
紀
後
半
か
ら
７

世
紀
中
頃
）
に
か
け
て
造
ら
れ
た
お
墓

で
す
。
出
雲
工
業
高
校
の
裏
山
か
ら
塩

冶
神
社
に
か
け
て
の
丘
陵
（
東
西
0.8
㎞
、

南
北
1.5
㎞
の
範
囲
）
に
分
布
し
、
こ
れ

ま
で
に
39
支
群
１
８
０
穴
以
上
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
南
向
き
丘
陵

斜
面
に
掘
ら
れ
た
横
穴
墓
を
７
基
発
見

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
盤
が
軟
質
な

た
め
１
号
横
穴
墓
以
外
は
、
天
井
が
崩

落
し
て
い
ま
し
た
。 

比
較
的
残
り
の
良
い
１
号
横
穴
墓

は
、
玄
室
は
縦
長
長
方
形
、
長
さ
約
2.1

ｍ
、
幅
約
1.3
ｍ
、
高
さ
0.7
ｍ
、
人
１

人
か
２
人
を
納
め
ら
れ
る
大
き
さ
で
す
。 

      

床
面
か
ら
、
鉄
製
の
大
刀

た

ち

、
や
じ
り
、

斧
が
各
１
点
、
須
恵
器

す

え

き

の
蓋
坏

ふ
た
つ
き

３
点
、

ま
た
入
口
の
前
の
方
か
ら
も
銀
環
（
耳

飾
り
）
２
点
、
須
恵
器
片
数
点
が
出
土

し
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
２
号
か
ら
７
号
横
穴
墓

か
ら
も
須
恵
器
の
蓋
坏
等
が
出
土
し
て

い
ま
す
。 

発
掘
調
査
は
継
続
し
て
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
折
を
み
て
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
原 

賢
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

１号横穴墓 

Ｈ24.12.22の 

現地説明会の様子  



 

 

 

 

第８号 
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★★
指指
定定
文文
化化
財財
紹紹
介介
⑥⑥  

「「
庭庭
訓訓

て
い
き
ん

往往
来来

お
う
ら
い

（（
神神
門門
寺寺
所所
蔵蔵
））」」  

・・
国国
指指
定定
重重
要要
文文
化化
財財  

・・
書書
跡跡
、、
２２
巻巻  

・・
平平
成成
2244
年年
９９
月月
６６
日日
指指
定定 

 

正
式
名
称
は
、「
庭
訓
往
来 

至
徳
三

年
霜
月
三
日
豊
前
守
朝
英
書
写
奥
書
」。

室
町
時
代
の
至
徳
三
年
（
１
３
８
６
）

に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。 

  

  

庭
訓
往
来
と
は
、
昔
の
教
科
書
の
一

種
で
、
手
紙
の
形
式
で
当
時
の
生
活
文

化
に
欠
か
せ
な
い
語
句
や
行
事
、
常
識

な
ど
を
記
し
た
教
養
本
で
す
。
特
に
武

家
社
会
で
重
視
さ
れ
、
江
戸
時
代
終
わ

り
頃
ま
で
長
期
間
用
い
ら
れ
た
往
来
物

の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
で
す
。 

  

１
９
８
２
年
に
出
雲
市
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
最
も

古
い
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
文

化
史
・
教
育
史
上
極
め
て
貴
重
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

  

「「
国国
富富

く
に
ど
み

中中
村村

な
か
む
ら

古古
墳墳

こ

ふ

ん

」」  

・・
国国
指指
定定
史史
跡跡  

・・
所所
在在
地地  

出出
雲雲
市市
国国
富富
町町 

 

国
富
中
村
古
墳
は
、
古
墳
時
代
後
期

の
30
ｍ
の
円
墳
で
、
埋
葬
施
設
は
横
穴

式
石
室
で
す
。
道
路
建
設
中
に
発
見
さ

れ
ま
し
た
が
、
工
事
計
画
を
変
更
し
現

状
保
存
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
埋

葬
当
時
の
石
室
の
様
子
を
完
全
な
状
態

で
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
当
時
の
埋
葬
の
様
子
を
明
ら
か
に

で
き
る
貴
重
な
古
墳
と
し
て
指
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

                

「「
出出
雲雲
日日
御御
碕碕
灯灯
台台
」」  

・・
国国
登登
録録
有有
形形
文文
化化
財財
（（
建建
造造
物物
））  

①①
出出
雲雲
日日
御御
碕碕
灯灯
台台  

②②
出出
雲雲
日日
御御
碕碕
灯灯
台台
正正
門門
及及
びび
石石
塀塀  

・・
日日
本本
一一
のの
高高
ささ
（（
4444
ｍｍ
））
のの
現現
役役
灯灯

台台
（（
海海
上上
保保
安安
庁庁
所所
有有
））  

                          

明
治
36
年
（
１
９
０
３
）
に
逓
信
省

の
石
橋
絢
彦

あ
や
ひ
こ

に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
ま
し

た
。
外
側
は
石
積
、
内
側
を
煉
瓦
積
と

す
る
全
国
で
も
珍
し
い
二
重
殻
複
合
構

造
が
特
徴
で
す
。
石
塀
は
総
延
長
が
１

８
３
ｍ
で
高
さ
が
1.3
ｍ
あ
り
ま
す
。 

日
本
人
の
手
に
よ
る
当
時
の
日
本

の
灯
台
建
設
技
術
を
示
す
貴
重
な
建
造

物
で
す
。
出
雲
市
内
の
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
は
、
七
件
目
の
登
録
と
な
る

予
定
で
す
。 

 

「「
河河
下下

か
わ
し
も

盆盆
踊踊
りり
（（
河河
下下
甚甚
句句

じ

ん

く

））」」  

・・
市市
指指
定定
文文
化化
財財
（（
無無
形形
民民
俗俗
文文
化化
財財

））  

・・
保保
持持
者者  

河河
下下
盆盆
踊踊
りり
保保
存存
会会  

  

・・
平平
成成
2244
年年
７７
月月
2255
日日
指指
定定  

今
か
ら
６
８
１
年
前
、
隠
岐
に
流
さ

れ
た
後ご

醍
醐

だ

い

ご

天
皇
が
鰐
淵
寺
に
祈
願
さ

れ
た
際
、
僧
頼
源

ら
い
げ
ん

が
一
山
の
僧
都
を
集

め
念
仏
踊
り
を
行
っ
た
事
が
起
源
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

時
代
と
と
も
に
古
く
か
ら
の
形
式

に
改
変
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
内
に
数

あ
る
盆
踊
り
の
中
で
、
甚
句
を
残
す
踊

り
は
河
下
盆
踊
り
の
み
で
、
県
内
で
も

唯
一
で
す
。
保
持
さ
れ
て
い
る
５
種
類

の
踊
り
の
う
ち
「
河
下
甚
句
」
の
み
を

出
雲
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

           

（
文
化
財
保
護
係
） 

下巻巻末｢至徳三年～｣と記されている。 

完全な形で残った閉塞石 

河下盆踊りの風景 

登録された灯台と正門及び石塀 
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4 

★★
講講
座座
のの
ごご
案案
内内  

▼
出
雲
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
講
座 

「「出出
雲雲
のの
文文
化化
財財ⅢⅢ

」」  

  

文
化
財
の
プ
ロ
で
あ
る
出
雲
市
文
化

財
保
護
審
議
委
員
が
、
そ
の
専
門
分
野

か
ら
出
雲
の
歴
史
を
語
り
ま
す
。 

 

２
月
23
日
（
土
） 

「
古
代
出
雲
の
風
景
を
探
る 

～
地
質
か
ら
明
か
さ
れ
る
自
然
史
」 

【
講
師
】
中
村
唯
史
氏 

（
島
根
県
立
三
瓶
自
然
館
） 

 

３
月
９
日
（
土
） 

「
春
日
家
文
書
・
高
見
家
文
書
・
佐

藤
家
文
書
―
出
雲
の
国
絵
図
・
伊

能
図
に
関
連
し
て
」 

【
講
師
】
池
橋
達
雄
氏 

（
元
島
根
史
学
会
会
長
） 

 

３
月
23
日
（
土
） 

「
祈
り
の
か
た
ち
―
出
雲
市
内
の 

仏
像
と
神
像
を
中
心
に
」 

【
講
師
】
的
野
克
之
氏 

（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
） 

 

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も 

●
時 

間 

14
時
～
16
時 

●
受
講
料 

３
０
０
円 

●
定 

員 

80
名 

▼
企
画
展
関
連
講
座 

 

３
月
17
日
（
日
） 

「
古
代
の
人
骨
（
仮
）」 

 

【
講
師
】
井
上
貴
央
氏 

（
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授
） 

 ３
月
20
日
（
水
・
祝
） 

「
埋
葬
の
歴
史
（
仮
）」 

 

【
講
師
】
勝
田 

至
氏 

（
芦
屋
大
学
・
京
都
光
華
女
子
大
学 

非
常
勤
講
師
） 

 
右
の
講
座
は
い
ず
れ
も 

●
時 
間 

14
時
～
16
時 

●
受
講
料 

無
料 

●
定 

員 
80
名 

 

（
受
講
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。） 

 ▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
を
見
な
が
ら
、
学

芸
員
が
解
説
し
ま
す
。 

「
国
富
中
村
古
墳
に
つ
い
て
」 

３
月
２
日
（
土
） 

４
月
７
日
（
日
） 

 

【
講
師
】
坂
本
豊
治
（
当
館
学
芸
員
） 

 

●
時 

間 

14
時
～
（
30
分
程
度
） 

 

●
受
講
料 

無
料 

（
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。） 

★★
館館
長長
ココ
ララ
ムム
④④  

  

「
史
書
が
沈
黙
す
る
と
こ
ろ
は
墳
墓

が
語
る
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
こ
と
わ

ざ
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
墳
墓
は
考
古
学
に
と
っ
て

重
要
な
研
究
対
象
で
す
。 

 

し
か
し
、
墓
は
永
遠
か
つ
平
穏
な
眠

り
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
か

ら
、
墓
の
発
掘
調
査
は
そ
の
願
い
を
踏

み
に
じ
る
行
為
で
も
あ
り
ま
す
。
考
古

学
は
野
蛮
な
墓
あ
ば
き

．
．
．
．
だ
と
眉
を
ひ
そ

め
る
方
が
お
ら
れ
る
の
も
、
あ
る
意
味

で
当
然
で
す
。 

 

墓
を
つ
く
っ
て
そ
れ
を
祀
っ
た
り
す

る
生
物
は
、
ヒ
ト
以
外
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
墓
を
つ
く
る
風
習
は
、
実
は
た
か

だ
か
10
万
年
ぐ
ら
い
前
に
確
立
し
ま

し
た
。
死
を
悼
む
心
は
、
弱
者
を
介
護

し
た
り
知
的
好
奇
心
を
持
っ
た
り
す
る

の
と
同
様
に
、
人
類
が
そ
の
長
い
発
達

過
程
の
中
で
、
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と

手
に
入
れ
た
獲
得
的
な
資
質
な
の
で
す
。

人
類
は
そ
れ
を
、
人
間
性
の
一
部
と
し

て
育
み
進
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

 

で
す
か
ら
、
墓
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
感
情
は
人
間
と
し
て
当
然
の
も
の

で
あ
り
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
証
し
の

よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。 

 

一
方
で
、
墳
墓
は
そ
の
時
代
の
文
化

や
思
想
、
技
術
な
ど
が
凝
縮
し
て
い
る

貴
重
な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
調
べ
れ
ば
、
過
去
の
多
彩
な
文
化

内
容
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と

も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
墓
を
壊
し
ま
し
た
が
、お
蔭
で
こ
ん

な
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
墓

を
犠
牲
に
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
」

―
墳
墓
を
発
掘
す
る
考
古
学
者

は
、
こ
う
い
う
気
持
ち
で
過
去
の
人
た

ち
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
渡
邊
貞
幸
） 

       

(発行)出雲弥生の森博物館 2013 年 1 月 

〒693-0011 島根県出雲市大津町 2760 

(TEL)0853-25-1841 (FAX)0853-21-6617 

(e-mail) yayoi@city.izumo.shimane.jp 
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●入館料／無料（特別展等観覧料を除く） 

●開館時間／9:00～17：00(入館 16：30まで) 

●休館日／火曜日(祝日の場合翌日)・年末年始 

※各種講座・イベントに参加ご希望の方は、電話

またはＦＡＸ、メールでお申込みください。 


